
 
 

「きんき」部会/委員会等 報告・予告 原稿作成要領 

2022/1/11 「きんき」編集室 

 

１．構成 

（１）ファイル形式 

 ・「Word」（拡張子 doc または docx） 

（２）ページ構成 

 ・文字数と行数：43 字／行（1 段組み）、43 行／ページ 

 ・余白：上 25 ㎜、下 30 ㎜、左右各 20 ㎜ 

（３）フォント  

 ・タイトル：MS ゴシック 14p、中央揃え 

 ・＜報告＞＜予告＞、日時・場所・参加者・ＣＰＤ、見出し：MS ゴシック 11p、左揃え 

 ・本文：MS 明朝 11p、左揃え 

 ・文責：MS ゴシック 11p、右揃え 

 ・図表・写真のキャプション：MS ゴシック 10p 

（４）図表・写真 

 ・右端寄せ（余白に配置しない）、講師の写真サイズは横 25mm×縦 30mm 程度 

 ・複数の場合は番号付記（例：図 1） 

 

２．表記 

（１）部会名 

 ・部会名は、“日本技術士会”と“登録”を省いて表記する。 

 （例：日本技術士会近畿本部登録●●研究会 → 近畿本部 ●●研究会） 

（２）報告・予告 

 ・報告記事には＜報告＞を本文前に記載、予告記事には＜予告＞を本文前に記載する。 

 ・報告記事は、部門外の読者から見ても興味を惹かれる記載内容とする。 

  なお、予告は巻末に掲載されるため、報告記事と切り離しても良い。 

（３）タイトル 

 ・単なる「月例会報告」や「委員会報告」ではなく、内容を示した惹かれるタイトルとする。 

 ・サブタイトルも可とする。 

（４）日時、場所 

 ・年表記は削除する（例：▲年●月◆日(■) → ●月◆日(■)）。 

 ・場所は、オンラインの場合には、「オンライン（Zoom、Teams 等のサービス名）」とする。 

（５）本文 

 ・ひな形に沿って作成する。 

 ・部会の報告記事は例会や講演会単位で作成し、基本的には 1 講演、1 ページとする。 

 ・句読点は、「。」「、」を用いる。 

 ・見出しを除き、数字とアルファベットは半角を用いる。 

 ・肩書として技術士の表示は削除し、氏とする。部門名は省略表記する。 

  （例：日本 太郎 技術士（建設部門、総合技術監理部門）→日本 太郎 氏（建設/総監）） 

 ・写真や図は視認性の高いものを利用する。 

 ・原稿には、頁数を挿入しない。 



タイトル 
タイトルは「月例会報告」ではなく、内
容を表現した惹かれるタイトル(サブタ
イトル可)として頂くようお願いします。 
タイトルは目次に(内容によっては表
紙に)掲載します。 

日時等 
日時、場所、参加者、CPD時間は
シンプルに記載します。 
なお、オンライン開催は「オンライン
(サービス名)」表記に統一します。 

内容・本文 
読者を活動に誘引するため、 
単なる開催実績ではなく、部門外の
読者から見ても興味を惹かれる内容
を、ページを最大限活用してご報告く
ださい。 

報告記事の原稿例と留意点 

予告 
読者を次の活動に誘引するため、 
「きんき」締切日より2～3か月後の
活動日時・テーマ(タイトル)を設定し、
ご報告ください。予告内容は、ひな形
の予告様式に記載下さい。 
＜報告＞記事への＜予告＞記載は
任意です。 
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